
懇談会開催日：令和６年10月８日（火）

地区：早修

要望・意見内容 市長回答

白石山からの猿が果樹園に被害を与えている。また、小学校の間近まで近づいてきているの
で、児童の安全にも問題がある。

今年から獣害対策係を設置しており、しっかりと対策していく。

図書館に貯水池が整備されているが、最近の線状降水帯等の大雨が降ると効果が小さい。
岡本、吹上、岩渕等も内水氾濫により困っているので、下流にポンプ場を建設していただくこ
とに力を入れていただきたい。

この地域の排水は桧尻川に流れている。現在、国が下流にポンプ場を建設しており、令和９年
からの稼働で、倍ほどの排水能力となる。ただ、ポンプ場完成後、桧尻川の拡幅、上流の側溝
改良と、下流側から整備していくため、少し時間をいただきたい。

天神墓地、小町塚墓地の２か所を浦口自治連合会の墓地管理委員会で管理しており、がけ崩
れの可能性が高いところがある。伊勢市墓地整備事業補助金は、予防的な工事は含まれてお
らず、事後でしか活用できないため、要綱を見直してもらいたい。また、浦口は山が多いの
で、１／３の補助率を例外的に上げてもらいたい。

持ち帰らせていただく。

委託金を４０万円もらい、浦口自治連合会が三郷山の散策路を安全に通行できるよう毎月
１、２回整備を行い管理しているが、何かと費用もかかるので、金額を上げてもらいたい。

持ち帰らせていただく。　

玉城町の「あったまる」や鳥羽市の「オクトバ」のように、伊勢市もアピール出来るキャッチコ
ピーがあれば良いと思うので、募集してはどうか。

参考とさせていただく。

伊勢南島線で電線地中化の計画が辻久留辺りであるとのことだが、沿線の住民はあまり望ん
でいない。それよりも、津村町方面への狭く歩道がない道路を先に整備していただきたいの
で、三重県へ意見を言う機会があればお願いしたい。

伊勢南島線の電線地中化については、三重県のお木曳に向けた一つの目玉事業として、景観
のことを考え論出（辻久留）から外宮まで整備を進めているが、地震時の避難経路確保として
の防災対策の意味合いもあるのでご理解いただきたい。また、伊勢南島線を津村町周辺まで
整備については、県と相談していきたい。

健康福祉ステーションの建物に、どの施設が入っているというような案内看板がない。 現在、準備させていただいている。

福祉センターにサンライフ伊勢を案内する看板があり、今は白く塗りつぶしてあるので、この
看板を利用して早修小学校の案内をしてほしい。

検討させていただく。

早修学区で避難所運営マニュアルを作成しているが、避難所に避難者が集まってきた場合の
治安体制の計画があれば教えていただきたい。

警察としっかり連携をとりながら、防犯活動をしていくべきであると考えている。
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要望・意見内容 市長回答

サンライフ伊勢が、今後どうなるのか教えていただきたい。
サンライフ伊勢は地域の方が大事にしていただいていた施設であり、代替として何かできな
いかと考えている。時間はかかるが検討していきたい。

下水道の汚水整備はどの地域まで進めていくのか教えていただきたい。 下水道の事業計画が手元にないため、担当からお知らせしたい。

早修小学校の体育館は避難所であるため、エアコンの設置を検討していただけないか。
設置すべきと考えているが、費用が高く、国の補助率も良くないので、財源確保に向けて国
に働きかけをしていきたい。小規模の災害時の場合、高齢者の方や赤ちゃんはエアコンが付
いている場所に誘導させていただく。

早修小学校前の神宮の木が高く、小学生の通学時に倒れてきたら危険なため、町会から神宮
にお願いしているが、費用の面で難しいとの話である。人命のことを考えると一刻も早く対
処していただきたいので、市も対応をお願いしたい。

神宮と協議する場を設けていきたい。
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